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１. 適用範囲 

本仕様書は、可変式道路情報板設備（項目制御方式）のＩＰ対応集約監視制御盤（以下 ＩＰ

監視盤）～情報板間の通信インターフェースについて適用する。 
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２. 伝送規格 

２.１. ＬＡＮ接続の場合 

２.１.１.  インターフェイス 

ＩＥＥＥ８０２．３(10BASE-T)またはＩＥＥＥ８０２．３ｕ(100BASE-TX) 

  ネットワーク形状 バス型 

  伝送路      ツイストペア線 

  伝送方式  ベースバンド方式 

  伝送速度  10Mbps,100Mbps 

  伝送制御方式  ＣＳＭＡ／ＣＤ 

 

２.１.２. プロトコル 

ＴＣＰ／ＩＰ  ＴＣＰコネクション型 

 

２.１.３. プロトコルパラメータ  

パラメータ名称 値 備 考 
ＩＰ 
 

ＩＰアドレス（ＩＰ監視盤） 別に定める  
ＩＰアドレス（情報板） 別に定める  
サブネットアドレス 別に定める  
ブロードキャストアドレス 別に定める  

 

 サーバー クライアント 接続ポート番号 備 考 
ＴＣＰ 情報板 ＩＰ監視盤 別に定める  
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２.２. ＰＰＰ接続の場合 

２.２.１. 通信方式 

     両方向同時伝送（全二重通信） 

 

２.２.２. 伝送方式 

(1) 符号形式       ＮＲＺ等長符号 

(2) 同期方式       調歩同期 

(3) 伝送速度       ９６００ｂｐｓ，１９．２Ｋｂｐｓ～３３．６Ｋｂｐｓ 

(4) 伝送方式       ＩＴＵ－Ｔ Ｖ３４ もしくは Ｖ３２ 

  

２.２.３. プロトコル 

ＴＣＰ／ＩＰ  ＴＣＰコネクション型（ＰＰＰ） 

 

２.２.４. プロトコルパラメータ  

パラメータ名称 値 備 考 
ＩＰ 
 

ＩＰアドレス（ＩＰ監視盤） 別に定める  
ＩＰアドレス（情報板） 別に定める  
サブネットアドレス 別に定める  
ブロードキャストアドレス 別に定める  

 

 サーバー クライアント 接続ポート番号 備 考 
ＴＣＰ 情報板 ＩＰ監視盤 別に定める  

 

２.３. 注意事項 

(1) 数字の表記は以下の通りとします。 

         ｘｘｘｘＨ ・・・ １６進数表記 ｘは０～９、Ａ～Ｆまでを表す。 

     ｘｘｘｘｘｘｘｘＢ ・・・  ２進数表記 ｘは０～１までを表す。 

         ｘｘｘｘ  ・・・ １０進数表記 ｘは０～９までを表す。 

 

(2) ワードデータで表記されている箇所の伝送回線への送出順序は以下の通りとする。 

                           （リトルエンディアン） 

     例   １６進数 １２３４Ｈの場合 

        １２３４Ｈ＝０００１００１０００１１０１００Ｂ 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB  
  ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ・・・先に送信 
  ３４Ｈ⇒下位   
  ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ・・・後に送信 
  １２Ｈ⇒上位   

 

(3) 「予備」表記の箇所はＮＵＬＬ（０）とします。 

     また、特に断りがない場合は、バイナリコードで指定します。 
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３. 情報部 

３.１. 基本構成 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 0 

コントロール部 

 

８バイト 

 1  
 2  
 3  
 4  
 5  
 6  
 7  
 8 

ヘッダ部 

 

１２バイト 

 9  
 10  
 11  
 12  
 13  
 14  
 15  
 16  
 17  
 18  
 19  
 20 

データ部 

 

最大３３Ｋバイト 
 
 
ただし、ＴＣＰウィンドウサイズによって 
通信上は分割されます。 

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 n  
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３.２. コントロール部 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 0 

電文識別コード 
 

(1)を参照 
 1  
 2 

ブロック番号 
 

同一メッセージ区分内での通番を示す 
 3  
 4 

最終ブロック番号 
 

１メッセージの最大ブロック番号を示す 
 5  
 6 

データ長 
 

ヘッダ部＋データ部の合計バイト数 
 7  

 

(1) 電文識別コード 
電文識別 
コード 

内 容 転送方向 備 考 

００００Ｈ 処理データ送信 ＩＰ監視盤←→情報板  
１０００Ｈ 検査要求 ＩＰ監視盤 →情報板  
１００１Ｈ 検査応答 ＩＰ監視盤← 情報板  
２０００Ｈ 状態通知要求 ＩＰ監視盤 →情報板  
２００１Ｈ 状態通知 ＩＰ監視盤← 情報板  
８０００Ｈ メンテナンス要求 ＩＰ監視盤 →情報板  
８００１Ｈ メンテナンス応答 ＩＰ監視盤← 情報板  
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３.３. ヘッダ部 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 8 

事務所区分      Ｈ１ 
 

※別に定める 
 9  
 10 

料金所区分    Ｈ２ 
 

※別に定める 
 11  
 12 

機器区分        Ｈ３ 
 

※別に定める 
 13  
 14 

転送モード    Ｈ４ 
 

(1)を参照 
 15  
 16 

制御／監視コードＨ５ 
 

(2)を参照 
 17  
 18 

編集状態     Ｈ６ 
 

(3)を参照 
 19  

 

             ※内容はデータ内容一覧表を参照 

 

(1) 転送モード 
ＩＰ監視盤→情報板 情報板→ＩＰ監視盤 

Ｈ４の値 内 容 Ｈ５の値 Ｈ４の値 内 容 Ｈ５の値 
００１０Ｈ 制御要求 各ビット ００１１Ｈ 監視状態 各ビット 
００２０Ｈ 試験制御要求 各ビット ００２１Ｈ   
００３０Ｈ 監視要求 ００００Ｈ ００３１Ｈ 監視応答 各ビット 
００４０Ｈ 編集制御要求 ００００Ｈ ００４１Ｈ 編集状態 ００００Ｈ 
００５０Ｈ 編集監視要求 ００００Ｈ ００５１Ｈ 編集監視応答 ００００Ｈ 
００６０Ｈ 表示監視要求 ００００Ｈ ００６１Ｈ 表示監視応答 各ビット 
００７０Ｈ 編集制御要求(圧縮) ００００Ｈ    

   ００９１Ｈ 表示監視応答(圧縮) 各ビット 
００００Ｈ 上記以外 ００００Ｈ ００００Ｈ 上記以外 ００００Ｈ 

 

(2) 制御／監視コード 
ＩＰ監視盤→情報板 情報板→ＩＰ監視盤 

Ｈ５の値 内 容 Ｈ５の値 内 容 
０００１Ｈ Ｐ１の点灯 ０００１Ｈ Ｐ１の監視 
０００２Ｈ Ｐ１とＰ２の交互点灯 ０００２Ｈ Ｐ２の監視 
０００３Ｈ Ｐ１とＰ２とＰ３の繰り返し点灯 ０００３Ｈ Ｐ３の監視 
０００４Ｈ （消灯）     ※未使用   
０００５Ｈ 試験入   
０００６Ｈ 試験切   
０００７Ｈ （ヒータ入）   
０００８Ｈ （ヒータ切）   
０００９Ｈ    
０００ＡＨ 調整中看板 表示   
０００ＢＨ 調整中看板 収納   
００２１Ｈ Ｐ１の点灯     (BLS2下段) ００２１Ｈ Ｐ１の監視     (BLS2下段) 
００２２Ｈ Ｐ１とＰ２の交互点灯(BLS2下段) ００２２Ｈ Ｐ２の監視          (BLS2下段) 
００００Ｈ 上記以外 ００００Ｈ 上記以外 
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(3) サブ情報板番号／編集状態 
ＩＰ監視盤→情報板 情報板→ＩＰ監視盤 

Ｈ６の値 内 容 Ｈ６の値 内 容 
０Ｘ００Ｈ サブ情報板番号Ｎ（Ｘ）  ※１ ０Ｘ００Ｈ サブ情報板番号Ｎ（Ｘ）  ※１ 

  ０Ｘ０１Ｈ 編集中制御不可 
  ０Ｘ０２Ｈ 書き込み不良制御不可 

１Ｙ００Ｈ 面指定（個別）（Ｙ）   ※２ ０Ｙ００Ｈ 面番号（Ｙ）       ※２ 
２Ｚ００Ｈ 面数指定（連動）（Ｚ）  ※２   
００００Ｈ 上記以外 ００００Ｈ 上記以外 

 

    ※１ サブ情報板番号Ｎは、ＢＬ型情報板など複数情報板の連動の場合の表示監視で、 

       特定の１面を選択するために使用します。 

 

    ※２ トンネル情報板（Ｅ／ＥＬ）の時の、上位８ビットは以下のように使用する。 

 

MSB b16 b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 
 １：面指定制御 

２：面数指定制御 
０：個別監視 

面番号または面数 
 
①面指定制御の場合 
   ⇒面番号 
②面数指定制御の場合 
   ⇒面数 
③個別監視の場合 
   ⇒面番号 
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３.４. データ部 

３.４.１. ＩＰ監視盤→情報板 転送データフォーマット 

     ＩＰ監視盤から情報板へ送信するデータの「データ部」のフォーマットを規定する。 

 

３.４.１.１. 項目制御 （ＣＦ０１） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

制御種別 
 ０００１Ｈ：項目 

０００５Ｈ：シンボル付項目  21  
 22 

予備 
 

 
 23  
 24 

第１ Ａブロック 
 項目番号（地区１）  

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  25  
 26 

第１ Ｂブロック 
 項目番号（地区２） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  27  
 28 

第１ Ｃブロック 
 項目番号（原因） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  29  
 30 

第１ Ｄブロック 
 項目番号（行為） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  31  
 32 

予備 
  

 33  
 34 

第２ Ａブロック 
 

第１と同様 

 35  
 36 

第２ Ｂブロック 
 

 37  
 38 

第２ Ｃブロック 
 

 39  
 40 

第２ Ｄブロック 
 

 41  
 42 

予備 
  

 43  
 44 

第３ Ａブロック 
 

第１と同様 

 45  
 46 

第３ Ｂブロック 
 

 47  
 48 

第３ Ｃブロック 
 

 49  
 50 

第３ Ｄブロック 
 

 51  
 52 

案内部 
 案内部の項目番号（１～３０，１は消滅）  

案内部制御なしの場合は予備  53  
 54 

シンボルパターン番号 
 シンボル番号（１～３０，１は消滅） 

ＣＬ１，シンボル表示機能なしの場合は予備  55  
 56 

画面番号 
 

Ｐ１～Ｐ３ 
 57  
 58 

予備 
 

（優先レベル） 
 59  
 60 

下段指定 
 

０：通常 １：ＢＬＳ２下段 
 61  

 次ページに続く 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 62 

予備 
 

 
 63  
 64 

シンボルパターン番号 
 

 
 65  
 66 

注意灯 
 

b1：黄 b2:赤 b3:サイレン 
 67  
 68 

第１ Ａブロック 項目番号 
 項目番号（地区１）  

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  69  
 70 

 第１ Ａブロック ①色指定 
 １文字目 １：赤 ２：白 ３：黄 ４：緑 

５：黄緑 ６：シアン ７：橙 ８：青  71  
 72 

 第１ Ａブロック ①ＪＩＳコード 
 

１文字目 ＪＩＳ文字コード 
 73  
 74 

 第１ Ａブロック ②色指定 
 

２文字目～７文字目 

 75  
 76 

 第１ Ａブロック ②ＪＩＳコード 
 

 77  
 78 

 第１ Ａブロック ③色指定 
 

 79  
 80 

 第１ Ａブロック ③ＪＩＳコード 
 

 81  
 82 

 第１ Ａブロック ④色指定 
 

 83  
 84 

 第１ Ａブロック ④ＪＩＳコード 
 

 85  
 86 

 第１ Ａブロック ⑤色指定 
 

 87  
 88 

 第１ Ａブロック ⑤ＪＩＳコード 
 

 89  
 90 

 第１ Ａブロック ⑥色指定 
 

 91  
 92 

 第１ Ａブロック ⑥ＪＩＳコード 
 

 93  
 94 

 第１ Ａブロック ⑦色指定 
 

 95  
 96 

 第１ Ａブロック ⑦ＪＩＳコード 
 

 97  
 98 

第１ Ｂブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 127  
 128 

第１ Ｃブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 157  
 158 

第１ Ｄブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 187  

 次ページに続く 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 188 

 第２ Ａブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 217  
 218 

第２ Ｂブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 247  
 248 

 第２ Ｃブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 277  
 278 

第２ Ｄブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 307  
 308 

第３ Ａブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 337  
 338 

第３ Ｂブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 367  
 368 

第３ Ｃブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 397  
 398 

第３ Ｄブロック ①～⑦ 

 

第１ Ａブロックと同様 
   
   
 427  
 428 

案内部 
 案内部の項目番号（１～３０，１は消滅）  

案内部制御なしの場合は予備  429  

 

 

    ※５６バイト目～４２９バイト目までの内容はＪＩＳコード伝送時に使用する 
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３.４.１.２. フリーパターン制御 （ＣＦ０２） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

制御種別 
 

０００２Ｈ：フリーパターン 
 21  
 22 

案内部 
 案内部の項目番号（１～３０，１は消滅）  

案内部制御なしの場合は予備  23  
 24 

フリーパターン番号 
 

(1)を参照 
 25  
 26 

画面番号 
 

Ｐ１～Ｐ３ 
 27  
 28 

予備 
 

（優先レベル） 
 29  
 30 

下段指定 
 

０：通常 １：ＢＬＳ２下段 
 31  
 32 

制御種別 
 

２：フリーパターン 
 33  
 34 

データ種別 
 

０：通常データ １：圧縮データ 
 35  
 36 

フリーパターン番号 
 

(1)を参照 
 37  
 38 

注意灯 
 

b1：黄 b2:赤 b3:サイレン 
 39  
 40 

案内部 
 

 
 41  
 42 

全データ長（赤） 
 

 
 43  
 44 

ドットデータ（赤） 
 

    
   
 n 

全データ長（緑） 
 

 
   
 n+2 

ドットデータ（緑） 
 

    
   
 n^2+2 

全データ長（青） 
 

 
   
 n^2+4 

ドットデータ（青） 
 

    
   

 

(1) フリーパターン番号 
番号の範囲 種 別 
１～５０ ＡＬ１，ＦＬ１，ＪＬ１ 

５１～１００ ＢＬ１ 
１０１～１５０ ＣＬ１ 
１５１～２００ ＫＬ１ 
２０１～２５０  
２５１～３００ ＡＬＳ１，ＪＬＳ１ 
３０１～３５０ ＢＬＳ２ 
３５１～４００ ＢＬＳ１ 



12 

４０１～４５０  
４５１～５００  
５０１～５５０  
５５１～６００  

 

３.４.１.３. シンボルパターン制御 （ＣＦ０３） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

制御種別 
 

０００４Ｈ：シンボルパターン 
 21  
 22 

予備 
 

 
 23  
 24 

シンボルパターン番号 
 

シンボル番号（１～１２８，１は消滅） 
 25  
 26 

画面番号 
 

Ｐ１～Ｐ３ 
 27  
 28 

予備 
 

（優先レベル） 
 29  
 30 

下段指定 
 

０：通常 １：ＢＬＳ２下段 
 31  
 32 

制御種別 
 

４：シンボルパターン 
 33  
 34 

データ種別 
 

０：通常データ １：圧縮データ 
 35  
 36 

シンボルパターン番号 
 

シンボル番号（１～１２８，１は消滅） 
 37  
 38 

注意灯 
 

b1：黄 b2:赤 b3:サイレン 
 39  
 40 

予備 
 

 
 41  
 42 

全データ長（赤） 
 

 
 43  
 44 

ドットデータ（赤） 
 

    
   
 n 

全データ長（緑） 
 

 
   
 n+2 

ドットデータ（緑） 
 

    
   
 n^2+2 

全データ長（青） 
 

 
   
  

ドットデータ（青） 
 

  n^2+4  
   

 

    ※ この制御はＣＬ１のみ有効 
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３.４.１.４. 試験制御・ヒータ制御・調整中制御 （ＣＦ０４） 

       データ部なし 

 

３.４.１.５. 監視 （ＣＦ０６） 

       データ部なし 
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３.４.１.６. シンボルパターン編集制御 （ＣＦ０９） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０４Ｈ：シンボルパターン 
 21 編集種別（上位）  (1)を参照 
 22 

シンボルパターン番号 
 

１～３０  （ＣＬ１は１～１２８） 
 23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

スクリーン番号 
 

１：赤 ２：緑 ３：青 
 31  
 32 

エリア指定 
 

補足説明３．５．５を参照 
 33  
 34 

編集状態 
 

予備（０） 
 35  
 36 

注意灯その他 
 

(2)を参照 
 37  
 38 

ビットデータ 

 

補足説明３．５．５を参照 
   
   
   

 

(1) 編集種別 
編集種別（上位） 種 別 

０ 予備 （ＣＬ１） 
１ ＡＬ 
２ ＣＬ２ 
３ 予備 
４ 予備 
５ 予備 

 

(2) 注意灯その他 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 黄色注意灯  0:消灯      1:点灯 
 b2 赤色注意灯  0:消灯      1:点灯 
 b3 サイレン  0:OFF       1:ON 
 b4    
 b5    
 b6    
 b7    
 b8    
 MSB    
        ②上位バイト 

予備 

15 

３.４.１.７. シンボルパターン編集監視要求 （ＣＦ１２） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０４Ｈ：シンボルパターン 
 21 編集種別（上位）  (1)を参照 
 22 

シンボルパターン番号 
 

１～３０  （ＣＬ１は１～１２８） 
 23  

 

(1) 編集種別 
編集種別（上位） 種 別 

０ 予備 （ＣＬ１） 
１ ＡＬ 
２ ＣＬ２ 
３ 予備 
４ 予備 
５ 予備 
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３.４.１.８. 案内部データ編集制御 （ＣＦ１３） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０１Ｈ：文字 
 21 編集種別（上位）  １０Ｈ：案内部データ 
 22 

案内部番号 
 

１～３０ 
 23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 

30 １文字目 色指定 
 １文字目 １：赤 ２：緑 ３：黄 ４：青 

５：白 ６：シアン ７：橙 
 31    １文字目 予備  予備（０） 
 32 

   １文字目 ＪＩＳコード 
 

文字コード 
 33  
 34 

２文字目 

 

１文字目と同様 
 35  
 36  
 37  
  

・
・
・
・
・ 

  
   
   
   
   
   
 58 

８文字目 

 

１文字目と同様 
 59  
 60  
 61  

 

(1) 文字数について 

     編集できる文字数は１項目あたり８文字までとする。 

     データは８文字分の固定長です。 

     左詰で文字をセットし、残りはＮＵＬＬ（０）とする。 

     消滅項目時は、８文字分ＮＵＬＬ（０）をセットする。 
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３.４.１.９. 案内部データ編集監視要求 （ＣＦ１４） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０１Ｈ：文字 
 21 編集種別（上位）  １０Ｈ：案内部データ 
 22 

案内部番号 
 

１～３０ 
 23  

 

３.４.１.１０. 外字編集制御 （ＣＦ２０） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  0BH:30×26 0CH:45×39 
 21 編集種別（上位）  予備（０） 
 22 

外字コード 
 ７Ｂ２１Ｈ～７Ｅ４ＡＨ 

（拡張外字：７７２１Ｈ～７８７ＥＨ）  23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

文字幅 
 

 
 31  
 32 

予備 
 

 
 33  
 34 

編集状態 
 

予備（０） 
 35  
 36 

予備 
 

 
 37  
 38 

ビットデータ 

 

補足説明３．５．６を参照 
   
   
   

 

 

３.４.１.１１. 表示監視要求 （ＣＦ０４） 

       データ部なし  
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３.４.１.１２. シンボルパターン編集制御（圧縮） （ＣＦ２３） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０４Ｈ：シンボルパターン 
 21 編集種別（上位）  (1)を参照 
 22 

シンボルパターン番号 
 

１～３０  （ＣＬ１は１～１２８） 
 23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

スクリーン番号 
 １文字目 １：赤 ２：緑 ３：黄 ４：青 

５：白 ６：シアン ７：橙  31  
 32 

予備 
 

 
 33  
 34 

編集状態 
 

予備（０） 
 35  
 36 

注意灯その他 
 

(2)を参照 
 37  
 38 

先頭データアドレス 
 

圧縮後のビットデータの先頭アドレス 
 39  
 40 

全データ長 
 

圧縮後のデータ長 
 41  
 42 

ビットデータ 
 全ビットデータを圧縮して９６０バイトごと

に区切る。最終データが規定長より短くなる
場合がある。 

   
   

 

(1) 編集種別 
編集種別（上位） 種 別 

０ 予備 （ＣＬ１） 
１ ＡＬ 
２ ＣＬ２ 
３ 予備 
４ 予備 
５ 予備 

 

(2) 注意灯その他 

①下位バイト            上位バイトは予備 

 LSB          説 明 
 b1 黄色注意灯  0:消灯      1:点灯 
 b2 赤色注意灯  0:消灯      1:点灯 
 b3 サイレン  0:OFF       1:ON 
 b4    
 b5    
 b6    
 b7    
 b8    
 MSB    
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３.４.１.１３. メンテナンス要求（情報板） 現在の板状態要求 （ＣＦ２９） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 ０：現在の板状態 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 ０とする 

 

３.４.１.１４. メンテナンス要求（情報板） 保全データ要求 （ＣＦ３０） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 １：保全データ 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 ０とする 

 

３.４.１.１５. メンテナンス要求（情報板） 履歴情報要求 （ＣＦ３１） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 ２：履歴情報 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 (1)を参照 

 

(1) 要求データサブ番号 
要求種別（上位） 種 別 

０１Ｈ 故障（最新） 
０２Ｈ 故障（前回） 
０３Ｈ 故障（前々回） 
１１Ｈ 渋滞（最新） 
１２Ｈ 渋滞（前回） 
１３Ｈ 渋滞（前々回） 
２１Ｈ 異常（最新） 
２２Ｈ 異常（前回） 
２３Ｈ 異常（前々回） 

 

３.４.１.１６. メンテナンス要求（情報板） 補助履歴情報要求 （ＣＦ３２） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 ３：補助履歴情報 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 ０とする 

 

３.４.１.１７. メンテナンス要求（情報板） 時刻設定要求 （ＣＦ３３） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 ４：時刻設定 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 ０とする 
 22 時刻設定データ（年）  西暦下２桁 ＢＣＤ 
 23 時刻設定データ（月）  月２桁 ＢＣＤ 
 24 時刻設定データ（日）  日２桁 ＢＣＤ 
 25 時刻設定データ（時）  時２桁 ＢＣＤ 
 26 時刻設定データ（分）  分２桁 ＢＣＤ 
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３.４.１.１８. メンテナンス要求（情報板） 回線品質チェック要求 （ＣＦ３８） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 要求種別（下位）  要求データ種別 ９：回線品質チェック 
 21 要求種別（上位）  要求データサブ番号 ０とする 
 22 

予備 
  

 23  
 24 

回線品質チェックデータ 
（最大１０２２バイト） 

 

 

   
   
   
   
   
   
   
   
   

 

 

３.４.１.１９. 外字編集監視要求 （ＣＦ４７） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

要求種別 
 要求種別 

0BH:30×26 0CH:45×39  21  
 22 

ＪＩＳコード（外字） 
 ７７２１Ｈ～７８７ＥＨ 

７Ｂ２１Ｈ～７Ｅ４ＡＨ  23  
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３.４.２. 情報板→ＩＰ監視盤 転送データフォーマット 

     情報板からＩＰ監視盤へ送信するデータの「データ部」のフォーマットを規定する。 

 

３.４.２.１. 項目監視 （ＲＦ０１） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

監視種別 
 ０００１Ｈ：項目 

０００５Ｈ：シンボル付項目  21  
 22 

状態１ 
 

(1)を参照 
 23  
 24 

状態２ 
 

(1)を参照 
 25  
 26 

状態３ 
 

(1)を参照 
 27  
 28 

状態４ 
 

(1)を参照 
 29  
 30 

状態５ 
 

(1)を参照 
 31  
 32 

状態６ 
 

(1)を参照 
 33  
 34 

予備 
 

 
 35  
 36 

第１ Ａブロック 
 項目番号（地区１） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  37  
 38 

第１ Ｂブロック 
 項目番号（地区２） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  39  
 40 

第１ Ｃブロック 
 項目番号（原因） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  41  
 42 

第１ Ｄブロック 
 項目番号（行為） 

※補足説明３．５．１，３．５．２参照  43  
 44 

予備 
  

 45  
 46 

第２ Ａブロック 
 

第１と同様 

 47  
 48 

第２ Ｂブロック 
 

 49  
 50 

第２ Ｃブロック 
 

 51  
 52 

第２ Ｄブロック 
 

 53  
 54 

予備 
  

 55  

        （次ページに続く） 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 56 

第３ Ａブロック 
 

第１と同様 

 57  
 58 

第３ Ｂブロック 
 

 59  
 60 

第３ Ｃブロック 
 

 61  
 62 

第３ Ｄブロック 
 

 63  
 64 

案内部 
 案内部の項目番号（１～３０，１は消滅）  

案内部制御なしの場合は予備  65  
 66 

シンボルパターン番号 
 シンボル番号（１～３０，１は消滅） 

ＣＬ１，シンボル表示機能なしの場合は予備  67  

 

(1) 状態１～６ 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 手元操作中  0:遠方      1:手元 
 b2 渋滞中  0:正常      1:渋滞 
 b3 故障中  0:正常      1:故障 
 b4 試験中  0:通常      1:試験 
 b5 変更中  0:正常      1:変更中 
 b6 （ヒータ入）  0:OFF       1:ON 
 b7    
 b8 点灯中  0:消灯      1:点灯中 
 MSB    

 

②上位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 調整中  0:通常      1:調整中 
 b2 停電  0:正常      1:停電 
 b3    
 b4    
 b5    
 b6 伝送異常  0:正常      1:伝送異常 
 b7 監視盤手元  0:遠方      1:監視盤手元 
 b8 保守中  0:通常      1:保守中 
 MSB    
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３.４.２.２. フリーパターン監視 （ＲＦ０２） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

監視種別 
 

０００２Ｈ：フリーパターン 
 21  
 22 

状態１ 
 

項目監視の(1)を参照 
 23  
 24 

状態２ 
 

項目監視の(1)を参照 
 25  
 26 

状態３ 
 

項目監視の(1)を参照 
 27  
 28 

状態４ 
 

項目監視の(1)を参照 
 29  
 30 

状態５ 
 

項目監視の(1)を参照 
 31  
 32 

状態６ 
 

項目監視の(1)を参照 
 33  
 34 

案内部 
 案内部の項目番号（１～３０，１は消滅）  

案内部制御なしの場合は予備  35  
 36 

フリーパターン番号 
 

フリーパターン制御の項を参照 
 37  

 

 

３.４.２.３. シンボルパターン監視 （ＲＦ０３） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

監視種別 
 

０００４Ｈ：シンボルパターン 
 21  
 22 

状態１ 
 

項目監視の(1)を参照 
 23  
 24 

状態２ 
 

項目監視の(1)を参照 
 25  
 26 

状態３ 
 

項目監視の(1)を参照 
 27  
 28 

状態４ 
 

項目監視の(1)を参照 
 29  
 30 

状態５ 
 

項目監視の(1)を参照 
 31  
 32 

状態６ 
 

項目監視の(1)を参照 
 33  
 34 

予備 
 

 
 35  
 36 

シンボルパターン番号 
 

シンボル番号（１～１２８，１は消滅） 
 37  

 

    ※ この監視はＣＬ１のみ有効 
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３.４.２.４. シンボルパターン編集監視 （ＲＦ０７） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０４Ｈ：シンボルパターン 
 21 編集種別（上位）  (1)を参照 
 22 

シンボルパターン番号 
 

１～３０  （ＣＬ１は１～１２８） 
 23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

予備 
 

 
 31  
 32 

予備 
 

 
 33  
 34 

編集状態 
 

(2)を参照 
 35  

 

(1) 編集種別 
編集種別（上位） 種 別 

０ 予備 （ＣＬ１） 
１ ＡＬ 
２ ＣＬ２ 
３ 予備 
４ 予備 
５ 予備 

 

(2) 編集状態 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 書き込み不良  0:正常      1:異常 
 b2    
 b3    
 b4    
 b5    
 b6 書き込みデータ不良  0:正常      1:異常 
 b7 処理中  0:通常      1:処理中 
 b8 手元操作中  0:遠方      1:手元 
 MSB    
        ②上位バイト 

      予備 
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３.４.２.５. 案内部データ編集監視 （ＲＦ０８） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  ０１Ｈ：文字 
 21 編集種別（上位）  １０Ｈ：案内部データ 
 22 

案内部番号 
 

１～３０ 
 23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

予備 
 

 
 31  
 32 

予備 
 

 
 33  
 34 

編集状態 
 

(1)を参照 
 35  

 

(1) 編集状態 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 書き込み不良  0:正常      1:異常 
 b2    
 b3    
 b4    
 b5    
 b6 書き込みデータ不良  0:正常      1:異常 
 b7 処理中  0:通常      1:処理中 
 b8 手元操作中  0:遠方      1:手元 
 MSB    
        ②上位バイト 

      予備 
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３.４.２.６. 外字編集監視 （ＲＦ２０） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 編集種別（下位）  0BH:30×26 0CH:45×39 
 21 編集種別（上位）  予備（０） 
 22 

外字コード 
 ７Ｂ２１Ｈ～７Ｅ４ＡＨ 

（拡張外字：７７２１Ｈ～７８７ＥＨ）  23  
 24 登録時刻識別コード（年）  

※補足説明３．５．３参照 

 25 登録時刻識別コード（月）  
 26 登録時刻識別コード（日）  
 27 登録時刻識別コード（時）  
 28 登録時刻識別コード（分）  
 29 登録時刻識別コード（秒）  
 30 

予備 
 

 
 31  
 32 

予備 
 

 
 33  
 34 

編集状態 
 

(1)を参照 
 35  

 

(1) 編集状態 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 書き込み不良  0:正常      1:異常 
 b2   0:通常      1:処理中 
 b3    
 b4    
 b5    
 b6 書き込みデータ不良  0:正常      1:異常 
 b7 処理中  0:通常      1:処理中 
 b8 手元操作中  0:遠方      1:手元 
 MSB    
        ②上位バイト 

      予備 
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３.４.２.７. 表示監視 （ＲＦ２１） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

監視種別 
 

０００２Ｈ：フリーパターン 
 21  
 22 

状態１ 
 

項目監視の(1)を参照 
 23  
 24 

状態２ 
 

項目監視の(1)を参照 
 25  
 26 

状態３ 
 

項目監視の(1)を参照 
 27  
 28 

状態４ 
 

項目監視の(1)を参照 
 29  
 30 

状態５ 
 

項目監視の(1)を参照 
 31  
 32 

状態６ 
 

項目監視の(1)を参照 
 33  
 34 

スクリーン番号 
 

１：赤  ２：緑  ３：青 
 35  
 36 

エリア指定 
 

補足説明３．５．４を参照 
 37  
 38 

ビットデータ 

 

補足説明３．５．４を参照 

   
   
   
   
   
   
   

 

       ※情報板未応答（渋滞）時は、スクリーン番号１，エリア指定１、ビットデータ 

        部なしの電文に渋滞ステータスをセットして通知する。 
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３.４.２.８. 表示監視（圧縮） （ＲＦ２２） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 

監視種別 
 

０００２Ｈ：フリーパターン 
 21  
 22 

状態１ 
 

項目監視の(1)を参照 
 23  
 24 

状態２ 
 

項目監視の(1)を参照 
 25  
 26 

状態３ 
 

項目監視の(1)を参照 
 27  
 28 

状態４ 
 

項目監視の(1)を参照 
 29  
 30 

状態５ 
 

項目監視の(1)を参照 
 31  
 32 

状態６ 
 

項目監視の(1)を参照 
 33  
 34 

スクリーン番号 
 

１：赤  ２：緑  ３：青 
 35  
 36 

予備 
 

 
 37  
 38 

先頭データアドレス 
 

圧縮後のビットデータの先頭アドレス 
 39  
 40 

全データ長 
 

圧縮後のデータ長 
 41  
 42 

ビットデータ 

 

全ビットデータを圧縮して９６０バイトごと
に区切る。最終データが規定長より短くなる
場合がある。 
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３.４.２.９. メンテナンス応答（情報板） 現在の板状態 （ＲＦ２６） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １０Ｈ：現在の板状態 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

データ番号 
 

データ番号 ０とする 
 23  
 24 年（１０位） 年（１位）  

現在時刻 （ＢＣＤ） 
 25 月（１０位） 月（１位）  
 26 日（１０位） 日（１位）  
 27 時（１０位） 時（１位）  
 28 分（１０位） 分（１位）  
 29 板状態１  (1)を参照 
 30 板状態２  (2)を参照 
 31 板状態３  予備 
 32 

故障詳細 
 

(3)を参照 
 33  
 34 渋滞詳細  (4)を参照 
 35 

異常詳細 
 

(5)を参照 
 36  
 37 赤Ｐ１（1位） 赤Ｐ１（0.1位）  

点灯率 

 38 赤Ｐ１（100位） 赤Ｐ１（10位）  
 39 緑Ｐ１（1位） 緑Ｐ１（0.1位）  
 40 緑Ｐ１（100位） 緑Ｐ１（10位）  
 41 青Ｐ１（1位） 青Ｐ１（0.1位）  
 42 青Ｐ１（100位） 青Ｐ１（10位）  
 43 赤Ｐ２（1位） 赤Ｐ２（0.1位）  
 44 赤Ｐ２（100位） 赤Ｐ２（10位）  
 45 緑Ｐ２（1位） 緑Ｐ２（0.1位）  
 46 緑Ｐ２（100位） 緑Ｐ２（10位）  
 47 青Ｐ２（1位） 青Ｐ２（0.1位）  
 48 青Ｐ２（100位） 青Ｐ２（10位）  
 49 赤Ｐ３（1位） 赤Ｐ３（0.1位）  
 50 赤Ｐ３（100位） 赤Ｐ３（10位）  
 51 緑Ｐ３（1位） 緑Ｐ３（0.1位）  
 52 緑Ｐ３（100位） 緑Ｐ３（10位）  
 53 青Ｐ３（1位） 青Ｐ３（0.1位）  
 54 青Ｐ３（100位） 青Ｐ３（10位）  
 55 ユニットパス位置１（Ｘ軸）  

Ｘ軸：横方向  Ｙ軸：縦方向 
起点：正面視で左上 
（ユニットパスを実施していない場合は０） 

 56 ユニットパス位置１（Ｙ軸）  
 57 ユニットパス位置２（Ｘ軸）  
 58 ユニットパス位置２（Ｙ軸）  
 59 ユニットパス位置３（Ｘ軸）  
 60 ユニットパス位置３（Ｙ軸）  
 61 赤（1位） 赤（0.1位）  

調光率 

 62 赤（100位） 赤（10位）  
 63 緑（1位） 緑（0.1位）  
 64 緑（100位） 緑（10位）  
 65 青（1位） 青（0.1位）  
 66 青（100位） 青（10位）  
 67 10位 1位  未定義電文受信回数 (９９の次は００に戻す) 
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(1) 板状態１ 

 

 LSB          説 明 
 b1 手元  0:通常      1:手元 
 b2 渋滞  0:正常      1:渋滞 
 b3 故障  0:正常      1:故障 
 b4 試験  0:通常      1:試験 
 b5 変更中  0:通常      1:変更中 
 b6 ヒータ  0:ヒータ切    1:ヒータ入 
 b7 調整中  0:通常      1:調整中表示 
 b8 点灯中  0:消灯      1:点灯中 
 MSB    
     

(2) 板状態２ 

 

 LSB          説 明 
 b1 文字回避中  0:正常      1:文字回避中 
 b2 ユニットパス実施中  0:正常      1:ユニットパス実施中 
 b3 Ａ／Ｄサンプリング停止中  0:正常      1:Ａ／Ｄ停止 
 b4 停電  0:正常      1:停電 
 b5    
 b6    
 b7    
 b8    
 MSB    
     

(3) 故障詳細 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 故障１ 定電圧アラーム(I/O)  0:正常      1:故障 
 b2 故障２ サーモセンサーアラーム  0:正常      1:故障 
 b3 故障３ サイレンアラーム  0:正常      1:故障 
 b4 故障４ ヒータブレーカアラーム  0:正常      1:故障 
 b5 故障５ アラーム  0:正常      1:故障 
 b6 故障６ Ｉ／Ｆ１２Ｖ断  0:正常      1:故障 
 b7 故障７ フォトセンサ異常  0:正常      1:故障 
 b8 故障８ 点灯率オーバー  0:正常      1:故障 
 MSB    
    ②上位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 故障９ 表示ユニット故障  0:正常      1:故障 
 b2 故障10 調整中看板故障  0:正常      1:故障 
 b3 故障11 定電圧電源電圧監視故障  0:正常      1:故障 
 b4 故障12 予備  0:正常      1:故障 
 b5 故障13 予備  0:正常      1:故障 
 b6 故障14 予備  0:正常      1:故障 
 b7 故障15 予備  0:正常      1:故障 
 b8 故障16 予備  0:正常      1:故障 
 MSB    
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(4) 渋滞詳細 

 

 LSB          説 明 
 b1 渋滞１ 文字数オーバー  0:正常      1:渋滞 
 b2 渋滞２ ＪＩＳコード異常  0:正常      1:渋滞 
 b3 渋滞３ 圧縮展開異常  0:正常      1:渋滞 
 b4 渋滞４ シンボル番号異常  0:正常      1:渋滞 
 b5 渋滞５ 案内部番号異常  0:正常      1:渋滞 
 b6 渋滞６ 予備  0:正常      1:渋滞 
 b7 渋滞７ 予備  0:正常      1:渋滞 
 b8 渋滞８ 予備  0:正常      1:渋滞 
 MSB    
     

(5) 異常詳細 

①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 異常１ ＡＣ  電源異常  0:正常      1:異常 
 b2 異常２ ３．２Ｖ異常  0:正常      1:異常 
 b3 異常３ ４．７Ｖ異常  0:正常      1:異常 
 b4 異常４ ５．０Ｖ異常  0:正常      1:異常 
 b5 異常５ ＋１２Ｖ電源異常  0:正常      1:異常 
 b6 異常６ －１２Ｖ電源異常  0:正常      1:異常 
 b7 異常７ 温度異常  0:正常      1:異常 
 b8 異常８ 回線異常  0:正常      1:異常 
 MSB    
    ②上位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 異常９ 予備  0:正常      1:異常 
 b2 異常10 予備  0:正常      1:異常 
 b3 異常11 予備  0:正常      1:異常 
 b4 異常12 予備  0:正常      1:異常 
 b5 異常13 予備  0:正常      1:異常 
 b6 異常14 予備  0:正常      1:異常 
 b7 異常15 予備  0:正常      1:異常 
 b8 異常16 予備  0:正常      1:異常 
 MSB    
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メンテナンス応答（情報板） 保全データ （ＲＦ２７） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １１Ｈ：保全データ 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

データ番号 
 

データ番号 ０とする 
 23  
 24 

輝度低 点灯時間 

 

単位は時間（バイナリデータ） 
 25  
 26  
 27  
 28 

輝度高 点灯時間 

 

単位は時間（バイナリデータ） 
 29  
 30  
 31  
 32 最高AC電圧(10位) 最高AC電圧(1位)  

最高ＡＣ電圧とそれを記録した時の時刻 

 33 予備 最高AC電圧(100位)  
 34 年（１０位） 年（１位）  
 35 月（１０位） 月（１位）  
 36 日（１０位） 日（１位）  
 37 時（１０位） 時（１位）  
 38 分（１０位） 分（１位）  
 46 最高3.2電圧(1位) 最高3.2電圧(0.1位)  

表示電源 
最高３．２Ｖ電圧とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 47 ± 予備 最高3.2電圧(10位)  
 48 年（１０位） 年（１位）  
 49 月（１０位） 月（１位）  
 50 日（１０位） 日（１位）  
 51 時（１０位） 時（１位）  
 52 分（１０位） 分（１位）  
 46 最高4.7電圧(1位) 最高4.7電圧(0.1位)  

表示電源 
最高４．７Ｖ電圧とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 47 ± 予備 最高4.7電圧(10位)  
 48 年（１０位） 年（１位）  
 49 月（１０位） 月（１位）  
 50 日（１０位） 日（１位）  
 51 時（１０位） 時（１位）  
 52 分（１０位） 分（１位）  
 53 最高5.0電圧(1位) 最高5.0電圧(0.1位)  

制御電源 
最高５．０Ｖ電圧とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 54 ± 予備 最高5.0電圧(10位)  
 55 年（１０位） 年（１位）  
 56 月（１０位） 月（１位）  
 57 日（１０位） 日（１位）  
 58 時（１０位） 時（１位）  
 59 分（１０位） 分（１位）  
 60 最高12電圧(1位) 最高12電圧(0.1位)  

最高１２Ｖ電圧とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 61 ± 予備 最高12電圧(10位)  
 62 年（１０位） 年（１位）  
 63 月（１０位） 月（１位）  
 64 日（１０位） 日（１位）  
 65 時（１０位） 時（１位）  
 66 分（１０位） 分（１位）  

        （次ページに続く） 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 67 最高-12電圧(1位) 最高-12電圧(0.1位)  

最高－１２Ｖ電圧とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 68 ± 予備 最高-12電圧(10位)  
 69 年（１０位） 年（１位）  
 70 月（１０位） 月（１位）  
 71 日（１０位） 日（１位）  
 72 時（１０位） 時（１位）  
 73 分（１０位） 分（１位）  
 74 最高温度(1位) 最高温度(0.1位)  

最高温度とそれを記録した時の時刻 
 
±（符号） １：－ ０：＋ 

 75 ± 最高温度(100位) 最高温度(10位)  
 76 年（１０位） 年（１位）  
 77 月（１０位） 月（１位）  
 78 日（１０位） 日（１位）  
 79 時（１０位） 時（１位）  
 80 分（１０位） 分（１位）  
  

最低 
（４９バイト） 

 

最高と同様の順に最低を記録する。 
（ＡＣ，３．２Ｖ，４．７Ｖ，５．０Ｖ， 
 １２Ｖ，－１２Ｖ，温度） 

   
   
   
   
   
   
 129 平均AC電圧(10位) 平均AC電圧(1位)  

平均を記録する。 
（ＡＣ，３．２Ｖ，４．７Ｖ，５．０Ｖ， 
 １２Ｖ，－１２Ｖ，温度） 

 130 予備 平均AC電圧(100位)  
 131 平均3.2電圧(1位) 平均3.2電圧(0.1位)  
 132 ± 予備 平均3.2電圧(10位)  
 133 平均4.7電圧(1位) 平均4.7電圧(0.1位)  
 134 ± 予備 平均4.7電圧(10位)  
 135 平均5.0電圧(1位) 平均5.0電圧(0.1位)  
 136 ± 予備 平均5.0電圧(10位)  
 137 平均12電圧(1位) 平均12電圧(0.1位)  
 138 ± 予備 平均12電圧(10位)  
 139 平均-12電圧(1位) 平均-12電圧(0.1位)  
 140 ± 予備 平均-12電圧(10位)  
 141 平均温度(1位) 平均温度(0.1位)  
 142 ± 平均温度(100位) 平均温度(10位)  
 143 

発生回数（故障１） 
 

発生回数 
 144  
  ・

・
・
・ 

 

 
   
   
   
 173 

発生回数（故障16） 
 

発生回数 
 174  

        （次ページに続く） 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 175 

発生回数（渋滞１） 
 

発生回数 
 176  
  ・

・
・
・ 

 

 
   
   
   
 189 

発生回数（渋滞８） 
 

発生回数 
 190  
 191 

発生回数（異常１） 
 

発生回数 
 192  
  ・

・
・
・ 

 

 
   
   
   
 221 

発生回数（異常16） 
 

発生回数 
 222  
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３.４.２.１０. メンテナンス応答（情報板） 履歴情報 （ＲＦ２８） 

(1) 故障履歴 
 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １２Ｈ：履歴情報 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

履歴番号 
 01H:故障(最新) 02H:故障(前回) 03H:故障(前々回) 

11H:渋滞(最新) 12H:渋滞(前回) 13H:渋滞(前々回) 
21H:異常(最新) 22H:異常(前回) 23H:異常(前々回)  23  

 24 年（１０位） 年（１位）  

発生時刻（故障１） 
 25 月（１０位） 月（１位）  
 26 日（１０位） 日（１位）  
 27 時（１０位） 時（１位）  
 28 分（１０位） 分（１位）  
 29 AC電圧(10位) AC電圧(1位)  

故障発生時のＡＣ電圧（故障１） 
 30 予備 AC電圧(100位)  
 31 3.2V電圧(1位) 3.2V電圧(0.1位)  

故障発生時の３．２Ｖ電圧（故障１） 
 32 ± 予備 3.2V電圧(10位)  
 33 4.7V電圧(1位) 4.7V電圧(0.1位)  

故障発生時の４．７Ｖ電圧（故障１） 
 34 ± 予備 4.7V電圧(10位)  
 35 5.0V電圧(1位) 5.0V電圧(0.1位)  

故障発生時の５．０Ｖ電圧（故障１） 
 36 ± 予備 5.0V電圧(10位)  
 37 12電圧(1位) 12V電圧(0.1位)  

故障発生時の１２Ｖ電圧（故障１） 
 38 ± 予備 12V電圧(10位)  
 39 -12電圧(1位) -12V電圧(0.1位)  

故障発生時の－１２Ｖ電圧（故障１） 
 40 ± 予備 -12V電圧(10位)  
 41 温度(1位) 温度(0.1位)  

故障発生時の温度（故障１） 
 42 ± 温度(100位) 温度(10位)  
 43 赤（1位） 赤（0.1位）  

故障発生時の調光率（赤）（故障１） 
 44 赤（100位） 赤（10位）  
 45 緑（1位） 緑（0.1位）  

故障発生時の調光率（緑）（故障１） 
 46 緑（100位） 緑（10位）  
 47 青（1位） 青（0.1位）  

故障発生時の調光率（青）（故障１） 
 48 青（100位） 青（10位）  
 49 

故障２～１６ 

 

故障１と同様 
   
   
 393  

 

 

(2) 異常履歴 

         故障と同一のデータ配列 
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(3) 渋滞履歴 
 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １２Ｈ：履歴情報 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

履歴番号 
 01H:故障(最新) 02H:故障(前回) 03H:故障(前々回) 

11H:渋滞(最新) 12H:渋滞(前回) 13H:渋滞(前々回) 
21H:異常(最新) 22H:異常(前回) 23H:異常(前々回)  23  

 24 年（１０位） 年（１位）  

発生時刻（渋滞１） 
 25 月（１０位） 月（１位）  
 26 日（１０位） 日（１位）  
 27 時（１０位） 時（１位）  
 28 分（１０位） 分（１位）  
 29 

制御種別 
 

(a)を参照 
 30  
 31 

シンボル／フリー番号 
 

Ｐ１ 
 32  
 33 

Ａブロック項目番号 
 

Ｐ１（上段） 

 34  
 35 

Ｂブロック項目番号 
 

 36  
 37 

Ｃブロック項目番号 
 

 38  
 39 

Ｄブロック項目番号 
 

 40  
 41 

シンボル／フリー番号 
 

Ｐ１（ＢＬＳ２下段） 
 42  
 43 

Ａブロック項目番号 
 

Ｐ１（中段） 

 44  
 45 

Ｂブロック項目番号 
 

 46  
 47 

Ｃブロック項目番号 
 

 48  
 49 

Ｄブロック項目番号 
 

 50  
 51 

Ａブロック項目番号 
 

Ｐ１（下段） 

 52  
 53 

Ｂブロック項目番号 
 

 54  
 55 

Ｃブロック項目番号 
 

 56  
 57 

Ｄブロック項目番号 
 

 58  
 59 

Ｐ２用 
 

Ｐ１と同様    
   
 86 

シンボル番号 
 

Ｐ３ 
 87  
 89 

渋滞２～８ 

 

渋滞１と同様 
 

 
 
 
 

 542  
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(a) 制御種別 

    ①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 Ｐ１項目  

ONで該当制御種別 

 b2 Ｐ１フリー  
 b3 Ｐ１シンボル（ＣＬ１用）  
 b4 Ｐ１案内部  
 b5 Ｐ１下段項目（ＢＬＳ２下段用）  
 b6 Ｐ１下段ﾌﾘｰ （ＢＬＳ２下段用）  
 b7   
 b8   
 MSB    
    ②上位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 Ｐ２項目  

ONで該当制御種別 

 b2 Ｐ２フリー  
 b3 Ｐ２シンボル（ＣＬ１用）  
 b4 Ｐ２案内部  
 b5 Ｐ２下段項目（ＢＬＳ２下段用）  
 b6 Ｐ２下段ﾌﾘｰ （ＢＬＳ２下段用）  
 b7   
 b8 Ｐ３シンボル（ＣＬ１用）  
 MSB    
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３.４.２.１１. メンテナンス応答（情報板） 補助履歴情報 （ＲＦ２９） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １３Ｈ：補助履歴情報 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

履歴番号 
 

履歴番号 ０とする 
 23  
 24 年（１０位） 年（１位）  

瞬停発生時刻（最新） 
 25 月（１０位） 月（１位）  
 26 日（１０位） 日（１位）  
 27 時（１０位） 時（１位）  
 28 分（１０位） 分（１位）  
 29 

同上 
 

瞬停発生時刻（前回） 
   
  

同上 
 

瞬停発生時刻（前々回） 
   
 39 年（１０位） 年（１位）  

電源投入時刻（最新） 
 40 月（１０位） 月（１位）  
 41 日（１０位） 日（１位）  
 42 時（１０位） 時（１位）  
 43 分（１０位） 分（１位）  
 44 

同上 
 

電源投入時刻（前回） 
   
  

同上 
 

電源投入時刻（前々回） 
   
 54 年（１０位） 年（１位）  

ユニットパス発生時刻（最新） 
 55 月（１０位） 月（１位）  
 56 日（１０位） 日（１位）  
 57 時（１０位） 時（１位）  
 58 分（１０位） 分（１位）  
 59 AC電圧(10位) AC電圧(1位)  

ユニットパス発生時のＡＣ電圧（最新） 
 60 予備 AC電圧(100位)  
 61 3.2V電圧(1位) 3.2V電圧(0.1位)  

ユニットパス発生時の３．２Ｖ電圧（最新） 
 62 ± 予備 3.2V電圧(10位)  
 63 4.7V電圧(1位) 4.7V電圧(0.1位)  

ユニットパス発生時の４．７Ｖ電圧（最新） 
 64 ± 予備 4.7V電圧(10位)  
 65 5.0V電圧(1位) 5.0V電圧(0.1位)  

ユニットパス発生時の５．０Ｖ電圧（最新） 
 66 ± 予備 5.0V電圧(10位)  
 67 12電圧(1位) 12V電圧(0.1位)  

ユニットパス発生時の１２Ｖ電圧（最新） 
 68 ± 予備 12V電圧(10位)  
 69 -12電圧(1位) -12V電圧(0.1位)  

ユニットパス発生時の－１２Ｖ電圧（最新） 
 70 ± 予備 -12V電圧(10位)  
 71 温度(1位) 温度(0.1位)  

ユニットパス発生時の温度（最新） 
 72 ± 温度(100位) 温度(10位)  
 73 赤（1位） 赤（0.1位）  

ユニットパス発生時の調光率（赤）（最新） 
 74 赤（100位） 赤（10位）  
 75 緑（1位） 緑（0.1位）  

ユニットパス発生時の調光率（緑）（最新）  
76 緑（100位） 緑（10位） 

 

 77 ユニットパス位置（Ｘ軸）  
ユニットパス位置（最新） 

 78 ユニットパス位置（Ｙ軸）  
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 79 案内部ユニットパス位置（Ｘ軸）  

案内部ユニットパス位置（最新） 
 80 案内部ユニットパス位置（Ｙ軸）  
 81 

予備 
 

 
 82  
 83 

ユニットパス履歴 
 

前回    
 111  
 112 

ユニットパス履歴 
 

前々回    
   
 141 赤（1位） 赤（0.1位）  

点灯率オーバー値（赤） 

 

 142 赤（100位） 赤（10位）  
 143 緑（1位） 緑（0.1位）  

点灯率オーバー値（緑） 
 144 緑（100位） 緑（10位）  
 145 青（1位） 青（0.1位）  

点灯率オーバー値（青） 
 146 青（100位） 青（10位）  
 147 

制御種別 
 

点灯率オーバー時の表示内容（最新） 
 制御種別は(1)を参照 

 148  
 149 

シンボル／フリー番号 
 

 150  
 151 

Ａブロック項目番号 
 

 152  
 153 

Ｂブロック項目番号 
 

 154  
 155 

Ｃブロック項目番号 
 

 156  
 157 

Ｄブロック項目番号 
 

 158  
 159 

シンボル／フリー番号 
 

 160  
 161 

Ａブロック項目番号 
 

 162  
 163 

Ｂブロック項目番号 
 

 164  
 165 

Ｃブロック項目番号 
 

 166  
 167 

Ｄブロック項目番号 
 

 168  
 169 

Ａブロック項目番号 
 

 170  
 171 

Ｂブロック項目番号 
 

 172  
 173 

Ｃブロック項目番号 
 

 174  
 175 

Ｄブロック項目番号 
 

 176  

        （次ページに続く） 
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 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
177 

Ｐ２用 

 

 
  
  
 204 
 205 

シンボル番号 
 

 
 206 

 207 

点灯率オーバー（前回） 

 

点灯率オーバー（前回） ６４バイト 
   
   
 270  
 271 

点灯率オーバー（前々回） 

 

点灯率オーバー（前々回） ６４バイト 
   
   
 334  
 335 故障電源位置１（最新）  

故障電源位置（最新） 
詳細は(2)～(5)を参照 

 336 故障電源位置２（最新）  
 337 故障電源位置３（最新）  
 338 故障電源位置４（最新）  
 339 故障電源位置１（前回）  

故障電源位置（最新）の項を参照 
 340 故障電源位置２（前回）  
 341 故障電源位置３（前回）  
 342 故障電源位置４（前回）  
 343 故障電源位置１（前々回）  

故障電源位置（最新）の項を参照 
 344 故障電源位置２（前々回）  
 345 故障電源位置３（前々回）  
 346 故障電源位置４（前々回）  

(1) 制御種別 

    ①下位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 Ｐ１項目  

ONで該当制御種別 

 b2 Ｐ１フリー  
 b3 Ｐ１シンボル（ＣＬ１用）  
 b4   
 b5 Ｐ１下段項目（ＢＬＳ２下段用）  
 b6 Ｐ１下段ﾌﾘｰ （ＢＬＳ２下段用）  
 b7   
 b8   
 MSB    
    ②上位バイト 

 LSB          説 明 
 b1 Ｐ２項目  

ONで該当制御種別 

 b2 Ｐ２フリー  
 b3 Ｐ２シンボル（ＣＬ１用）  
 b4   
 b5 Ｐ２下段項目（ＢＬＳ２下段用）  
 b6 Ｐ２下段ﾌﾘｰ （ＢＬＳ２下段用）  
 b7   
 b8 Ｐ３シンボル（ＣＬ１用）  
 MSB    
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(2) 故障電源位置１ 
 LSB          説 明 
 b1 ＡＶＲアラーム １ （5.0V）  

ONで該当個所の故障 

 b2 ＡＶＲアラーム ２ （5.0V）  
 b3 ＡＶＲアラーム ３ （5.0V）  
 b4 ＡＶＲアラーム ４ （5.0V）  
 b5 ＡＶＲアラーム ５ （5.0V）  
 b6 ＡＶＲアラーム ６ （4.7V）  
 b7 ＡＶＲアラーム ７ （4.7V）  
 b8 ＡＶＲアラーム ８ （4.7V）  
 MSB    
 

(3) 故障電源位置２ 
 LSB          説 明 
 b1 ＡＶＲアラーム ９ （4.7V）  

ONで該当個所の故障 

 b2 ＡＶＲアラーム 10 （4.7V）  
 b3 ＡＶＲアラーム 11 （4.7V）  
 b4 ＡＶＲアラーム 12 （4.7V）  
 b5 ＡＶＲアラーム 13 （4.7V）  
 b6 ＡＶＲアラーム 14 （3.2V）  
 b7 ＡＶＲアラーム 15 （3.2V）  
 b8 ＡＶＲアラーム 16 （3.2V）  
 MSB    
 

(4) 故障電源位置３ 
 LSB          説 明 
 b1 ＡＶＲアラーム 17 （3.2V）  

ONで該当個所の故障 

 b2 ＡＶＲアラーム 18 （3.2V）  
 b3 ＡＶＲアラーム 19 （3.2V）  
 b4 ＡＶＲアラーム 20 （3.2V）  
 b5 ＡＶＲアラーム 21 （3.2V）  
 b6 ＡＶＲアラーム 22 （AC/DC）  
 b7 ＡＶＲアラーム 23 （AC/DC）  
 b8 ＡＶＲアラーム 24 （AC/DC）  
 MSB    
 

(5) 故障電源位置４ 
 LSB          説 明 
 b1 ＡＶＲアラーム 25 （予備）  

ONで該当個所の故障 

 b2 ＡＶＲアラーム 26 （予備）  
 b3 ＡＶＲアラーム 27 （予備）  
 b4 ＡＶＲアラーム 28 （予備）  
 b5 ＡＶＲアラーム 29 （予備）  
 b6 ＡＶＲアラーム 30 （予備）  
 b7 ＡＶＲアラーム 31 （予備）  
 b8 ＡＶＲアラーム 32 （予備）  
 MSB    
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３.４.２.１２. メンテナンス応答（情報板） 時刻設定応答 （ＲＦ３０） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １４Ｈ：時刻設定応答 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

データ番号 
 

データ番号 ０とする 
 23  
 24 時刻設定応答（下位）  1:設定完了 0:未完了 
 25 時刻設定応答（上位）  予備 

 

３.４.２.１３. メンテナンス応答（情報板） 回線品質チェック応答 （ＲＦ３５） 

 

 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
 20 データ種別（下位）  データ種別 １９Ｈ：回線品質チェック応答 
 21 データ種別（上位）  予備 
 22 

判定結果 
 0000H:正常      0001H:通信ﾌｧｰﾑ異常 

0002H:送信ﾀｲﾑｱｳﾄ   0004H:受信ﾀｲﾑｱｳﾄ 
0008H:その他回線異常 0010H:ﾃﾞｰﾀ異常  23  

 24 

回線品質チェックデータ 
受信内容 

（最大１０２２バイト） 
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３.５. 補足説明 

３.５.１. 各情報板の可変項目数 

 

ﾌﾞﾛｯｸ 種別 
AL1,FL1,JL1,BL1,CL1 

ALS1,JLS1,BLS1,BLS2,KL1 
AL2,FL2,JL2,BL2,CL2 

Ａ 地区１ １～２５５ １～９０ 
Ｂ 地区２ １～２５５ １～９０ 
Ｃ 原因 １～２５５ １～９０ 
Ｄ 行為 １～２５５ １～９０ 

 

 

ﾌﾞﾛｯｸ 種別 DL1 
Ａ 行為 １～３０ 
Ｂ 原因 １～３０ 
Ｃ   
Ｄ   

 

 

ﾌﾞﾛｯｸ 種別 DSL1,EL1 
Ａ 行為 １～３０ 
Ｂ   
Ｃ   
Ｄ   

 

 

３.５.２. 表示色割り付け 
番号 表示色 Ｂ(青) Ｇ(緑) Ｒ(赤) 
０ 黒（消滅） ０ ０ ０ 
１ 赤 ０ ０ １ 
２ 緑 ０ １ ０ 
３ 黄 ０ １ １ 
４ 青 １ ０ ０ 
５ 白（紫） １ ０ １ 
６ シアン（青緑） １ １ ０ 
７ 橙（白） １ １ １ 

   （ ）は本来の表示色．読み替えて使用します． 
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３.５.３. 各情報板のブロック構成 

(1) ＡＬ１，ＢＬ１，ＦＬ１，ＪＬ１，ＡＬ２，ＢＬ２，ＦＬ２，ＪＬ２，ＣＬ２ 

 

 
ｼﾝﾎﾞﾙ 

Ａ Ｂ  Ａ Ｂ  
 Ｃ Ｄ  Ｃ Ｄ  
      
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
Ａ Ｂ  Ａ Ｂ  

 （消滅）  （消滅）  
      
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
Ｃ  （消滅）  

 Ｄ  Ｃ Ｄ  
       

(2) ＣＬ１ 

 

 
ｼﾝﾎﾞﾙ 

１Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ  
 ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ  
 ３Ａ ３Ｂ ３Ｃ ３Ｄ  

 

(3) ＫＬ１ 

 

 
ｼﾝﾎﾞﾙ 

１Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ  
 ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ  

 

(4) ＡＬＳ１，ＢＬＳ１，ＪＬＳ１ 

 

 
ｼﾝﾎﾞﾙ 

１Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ  １Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ  
 ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ  ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
１Ａ １Ｂ  １Ａ １Ｂ  

 １Ｃ １Ｄ  １Ｃ １Ｄ  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
２Ａ ２Ｂ  ２Ａ ２Ｂ  

 ２Ｃ ２Ｄ  ２Ｃ ２Ｄ  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
１Ａ １Ｂ  １Ａ １Ｂ  

 （消滅）  （消滅）  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
１Ｃ １Ｄ  １Ｃ １Ｄ  

 （消滅）  （消滅）  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
２Ａ ２Ｂ  ２Ａ ２Ｂ  

 （消滅）  （消滅）  
            
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
（消滅）  （消滅）  

 ２Ｃ ２Ｄ  ２Ｃ ２Ｄ  

 

45 

(5) ＢＬＳ２ 

 

 
ｼﾝﾎﾞﾙ 

Ａ Ｂ  Ａ Ｂ  
 Ｃ Ｄ  Ｃ Ｄ  
      
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
Ａ Ｂ  Ａ Ｂ  

 （消滅）  （消滅）  
      
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
Ｃ  （消滅）  

 Ｄ  Ｃ Ｄ  
       

(6) ＤＬ１ 

 

 Ａ     
 Ｂ     
      
 

ｼﾝﾎﾞﾙ 
Ａ     

 Ｂ     
       

 

(7) ＤＳＬ１，ＥＬ１ 

 

 
Ａ 

   
 または Ａ  
    

 

 

３.５.４. 登録時刻識別コード 
 MSB b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 LSB 説 明 
  西暦１０位 西暦１位  西暦の下２桁 
  月 １０位 月 １位  １～１２ 
  日 １０位 日 １位  １～３１ 
  時 １０位 時 １位  ０～２３ 
  分 １０位 分 １位  ０～５９ 
  秒 １０位 秒 １位  ０～５９ 
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３.５.５. フリーパターン（エリア指定／ビットデータ） 

(1) ＬＥＤユニットの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ＡＬ１,ＦＬ１,ＪＬ１,ＢＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ ３０ 

３ ４ 

１ ２ 

３１ ３２ 

１６行 

１６列 

LSB        MSB   LSB        MSB 
b1          b8   b1          b8 

ＬＥＤユニットは、ユニット毎の行走査とする。 

ビットデータは、１で点灯。 

１ＬＥＤユニットのビットデータ 

 ２バイト（１６列）Ｘ１６(行)＝３２バイト 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１情報板のビットデータ＝７６８バイトＸ（７エリアＸ３色） 

           ＝１６１２８バイト 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 21 

←赤 

←緑 

←ユニット数 

←青 
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(3) ＣＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ＡＬＳ１,ＢＬＳ１,ＪＬＳ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ１７ユニット 

           ＝５４４バイト 

１情報板のビットデータ＝５４４バイトＸ（３０エリアＸ３色） 

           ＝４８９６０バイト 

←ユニット数 

←赤 

1 17 34 51 

←緑 

1 2 3 

4 

7 

10 

13 

16 

19 

22 

25 

28 

5 

8 

11 

14 

17 

20 

23 

26 

29 

6 

9 

12 

15 

18 

21 

24 

27 

30 

←青 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１情報板のビットデータ＝７６８バイトＸ（１４エリアＸ３色） 

           ＝３２２５６バイト 

1 

42 24 1 

2 

3 

5 

7 

4 

6 

8 9 

11 10 

12 

13 14 

←緑 

←赤 

←ユニット数 

←青 
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(5) ＢＬＳ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) ＫＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１情報板のビットデータ＝７６８バイトＸ（８エリアＸ３色）Ｘ２ 

           ＝３６８６４バイト 

1 24 ←ユニット数 

←赤 

←緑 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

←青 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１情報板のビットデータ＝７６８バイトＸ（１６エリアＸ３色） 

           ＝３６８６４バイト 

1 24 48 ←ユニット数 

←赤 

←緑 

1 

3 

5 

7 

9 

11 

13 

15 

2 

14 

12 

10 

8 

6 

4 

16 

←青 
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(7) ＡＬ２,ＦＬ２,ＪＬ２,ＢＬ２，ＤＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) ＣＬ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１情報板のビットデータ＝７６８バイトＸ（７エリアＸ３色） 

           ＝１６１２８バイト 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 21 
←赤 

←緑 

←ユニット数 

は、ダミーと 

して０とする。

←青 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ１４ユニット 

           ＝４４８バイト 

１情報板のビットデータ＝４４８バイトＸ（５エリアＸ３色） 

           ＝６７２０バイト 

1 14 ←ユニット数 

←赤 

←緑 

1 

2 

3 

4 

5 は、ダミーと 

して０とする。

←青 
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(9) ＤＳＬ１（縦），ＥＬ（縦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) ＤＳＬ１（横），ＥＬ（横） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ１５ユニット 

           ＝４８０バイト 

１情報板のビットデータ＝４８０バイトＸ（３エリアＸ３色） 

           ＝４３２０バイト 

1 3 

1 

2 

3 

←ユニット数 

←赤 

←緑 

←青 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ１５ユニット 

           ＝４８０バイト 

１情報板のビットデータ＝４８０バイトＸ（３エリアＸ３色） 

           ＝４３２０バイト 

1 15 ←ユニット数 

←赤 

←緑 

1 

2 

3 ←青 
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３.５.６. シンボルパターン（エリア指定／ビットデータ） 

(1) ＬＥＤユニットの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ＡＬ１,ＦＬ１,ＪＬ１,ＢＬ１，ＡＬ２，ＦＬ２，ＪＬ２，ＫＬ１，ＤＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２９ ３０ 

３ ４ 

１ ２ 

３１ ３２ 

１６行 

１６列 

LSB        MSB   LSB        MSB 
b1          b8   b1          b8 

ＬＥＤユニットは、ユニット毎の行走査とする。 

ビットデータは、１で点灯。 

１ＬＥＤユニットのビットデータ 

 ２バイト（１６列）Ｘ１６(行)＝３２バイト 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２４ユニット 

           ＝７６８バイト 

１シンボルパターンのビットデータ＝７６８バイトＸ（２エリアＸ３色） 

                ＝４６０８バイト 

1 

2 

6 1 

←赤 

←緑 

←ユニット数 

←青 
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(3) ＣＬ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ＣＬ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ３０ユニット 

           ＝９６０バイト 

１シンボルパターンのビットデータ＝９６０バイトＸ（３エリアＸ３色） 

                ＝８６４０バイト 

←ユニット数 

←赤 

1 9 51 

←緑 1 

2 

3 

←青 

１エリアのビットデータ＝３２バイトＸ２０ユニット 

           ＝６４０バイト 

１シンボルパターンのビットデータ＝６４０バイトＸ（１エリアＸ３色） 

                ＝１９２０バイト 

1 14 ←ユニット数 

←赤 

←緑 

1 

4 

←青 
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３.５.７. 外字編集 

 

     文字幅は、各フォントに対応した実際の文字幅をバイナリで指定します。 

 

(1) ３０×２６ドット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビットデータ＝１２８バイト 

LSB D0

MSB D7

LSB D0

MSB D7

0 

1 

2 48 50 

3 49 51 

1 2 25 26 

LSB D0

LSB D0

MSB D7

MSB D7

53 

52 54 

55 

100 104 102 

101 103 105 

126 124 

127 125 

１０４～１２７はＮＵＬＬ（０）データ 
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(2) ４５×３９ドット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビットデータ＝２５６バイト 

７８，７９，１５８，１５９，２３８～２５５はＮＵＬＬ（０）データ 

LSB D0

MSB D7

LSB D0

MSB D7

0 

1 

2 76 78 

3 77 79 

1 2 39 40 

LSB D0

LSB D0

MSB D7

MSB D7

81 

80 82 

83 

156 

240 

158 

157 159 

241 

254 252 

255 253 

LSB D0

LSB D0

MSB D7

MSB D7

239 237 163 161 

238 236 162 160 
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３.５.８. 制御・監視組合せ 

(1) ＡＬ１，ＢＬ１，ＪＬ１，ＦＬ１，ＡＬＳ１，ＢＬＳ１，ＪＬＳ１，ＫＬ１  

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 
 
 
 
 
 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

 
 
 
 
 
 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

 
 
 
 
 
 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

 
 
 
 
 
 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

Ｐ１，Ｐ２ 
 

１／２，２／２ 

 

(a) ＡＬ，ＢＬ型のシンボルについては、通常の項目制御フレームにシンボル番号の指定が 

できるため、１フレームとなる。 

 

(b) 交互表示の場合、Ｐ２のみ表示内容を変更したい時でも、Ｐ１，Ｐ２のフレームが来る 

ものとして、受ける。（Ｐ２のみ１フレーム来ても受け取らない）監視も同様に送出す

る。 

 

 

項目 

（項目＋シンボル） 
Ｐ１ 

Ｐ１ 
フリー 

Ｐ１ 
項目 

（項目＋シンボル） 

項目 

（項目＋シンボル） 

Ｐ２ 

 

フリー 

フリー 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

 

フリー 

項目 

（項目＋シンボル） 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

項目 

（項目＋シンボル） 

フリー 
Ｐ１ 

Ｐ２ 
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(2) ＣＬ１ 

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 

項目 シンボル 
 

１／１ １／１ 

項目 シンボル 
 

１／２ ２／２ 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 
 
 
 
 
 

項目 シンボル 
 

１／１ １／２ 
    ２／２ 

項目 シンボル 
 

１／３ ２／３ 
    ３／３ 

 
 
 
 
 
 
 

項目 シンボル 
 

１／１ １／３ 
    ２／３ 
    ３／３ 

項目 シンボル 
 

１／４ ２／４ 
    ３／４ 
    ４／４ 

 
 
 
 
 
 

項目 シンボル 
 

１／２ １／２ 
２／２ ２／２ 

項目 シンボル 
 

１／４ ３／４ 
２／４ ４／４ 

 
 
 
 
 
 

フリー 
 

１／２ ２／２ 

フリー 
 

１／２ ２／２ 

 
 
 
 
 
 

項目  シンボル 
１／１ １／１ 

 
 フリー 
１／１ 

項目  シンボル 
１／３ ２／３ 

 
 フリー 
３／３ 

 

 

項目 
Ｐ１ 

Ｐ１ 
フリー 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

ｼﾝﾎﾞﾙ 項目 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

ｼﾝﾎﾞﾙ 項目 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

 

項目 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

 

フリー 

フリー 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

ｼﾝﾎﾞﾙ 項目 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

 

フリー 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

ｼﾝﾎﾞﾙ 項目 
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表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 
 
 
 
 
 
 
 

項目 シンボル 
 

１／２ １／３ 
２／２ ２／３ 
    ３／３ 

項目 シンボル 
 

１／５ ３／５ 
２／５ ４／５ 
    ５／５ 

 

 

(a) ＣＬ１は上記８通りで制御・監視を行う。（ほかの組合せは使用できない） 

 

(b) 制御フレームに優先順位は、項目フレーム，シンボルフレーム，フリーフレームの順と

する。（上記フレーム通番枠内の順序通りとする） 

 

(c) 表示内容を変更する場合、１部（例えばシンボルのみ，Ｐ２のみ，Ｐ３のみ，フリーの

み等）の変更でも、すべてのフレームを上記８通りで来るものとして受ける） 

         （シンボルＰ２のみ来ても受け取らない） 

 

(3) ＡＬ２，ＢＬ２，ＪＬ２，ＣＬ２ 

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 

(a) ＡＬ，ＢＬ型のシンボルについては、通常の項目制御フレームにシンボル番号の指定が 

できるため、１フレームとなる。 

 

 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

 

項目 

 

ｼﾝﾎﾞﾙ 

ｼﾝﾎﾞﾙ 項目 
Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

項目 

（項目＋シンボル） 
Ｐ１ 
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(4) ＤＬ１ 

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 

(a) ＤＬのシンボルについては、通常の項目制御フレームにシンボル番号の指定が 

できるため、１フレームとなる。 

 

(5) ＤＳＬ１，ＥＬ１  

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 

１／１ １／１ 

 

 

項目 

（項目＋シンボル） 
Ｐ１ 

項目 
Ｐ１ 
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(6) ＢＬＳ２ 

表 示 パ タ ー ン 
フレーム通番 

制 御 監 視 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段  下段 
 

１／２ ２／２ 

上段  下段 
 

１／２ ２／２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段  下段 
 

１／３ ２／３ 
    ３／３ 

上段  下段 
 

１／３ ２／３ 
    ３／３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段  下段 
 

１／３ ３／３ 
２／３        

上段  下段 
 

１／３ ３／３ 
２／３        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上段  下段 
 

１／４ ３／４ 
２／４  ４／４ 

上段  下段 
 

１／４ ３／４ 
２／４  ４／４ 

 

(a) シンボルについては、通常の項目制御フレームにシンボル番号の指定ができるため、 

１フレームとなる。 

 

 

 

同上 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
上段 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
下段 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
上段 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
下段 

 

同上 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
上段 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
下段 

 

同上 

 

同上 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
上段 

項目（項目＋ｼﾝﾎﾞﾙ）または 

フリーパターン 
下段 
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４. 通信シーケンス 

４.１. コネクション 

(1) コネクション確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) コネクション切断 

 

     コネクションﾝの解放はいずれの装置からでも可能とします｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＰ監視盤 情報板 

Connect SYN 

SYN+ACK 

ACK 

確立

ＩＰ監視盤 情報板 

ACK 

ACK 

FIN 

FIN 
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４.２. 通常動作 

(1) 検査要求／検査応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 項目制御／項目監視 

(3) フリーパターン制御／フリーパターン監視 

(4) シンボルパターン制御／シンボルパターン監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一定周期 
検査応答 

検査応答 

検査要求

検査要求

項目監視(RF01) 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF02) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF03) 

項目制御(CF01) 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ制御(CF02) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ制御(CF03) 

監視(RF01～03)は制御(CF01～03)の応

答のみでなく、監視に変化が生じた場

合は自発的に送信する 

（現在の表示パターンを返送） 

検査要求／検査応答はサイクリックに

一定周期（６０ｓｅｃ）で行う。 

ＩＰ監視盤 情報板 

ＩＰ監視盤 情報板 
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(5) 試験制御（ヒータ制御，調整中制御） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 監視要求／監視応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目監視(RF01) 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF02) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF03) 

試験制御(CF04) 

ﾋｰﾀ制御(CF04) 

調整中制御(CF04) 

監視(RF01～03)を返送する。 

ただし、状態が変化してから送信す

る 

（現在の表示パターンを返送） 

ＩＰ監視盤 情報板 

項目監視(RF01) 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF02) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ監視(RF03) 

監視(CF06) 

監視(RF01～03)を返送する。 

ただし、H4を0031Hにする 

（現在の表示パターンを返送） 

ＩＰ監視盤 情報板 
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(7) シンボルパターン編集制御／シンボルパターン編集監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) シンボルパターン編集監視要求／シンボルパターン編集監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集監視(RF07)

    (H4=0041H) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集制御 

(CF09,CF23)

ＩＰ監視盤 情報板 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集監視(RF07)

    (H4=0051H) 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集監視

要求    (CF12) 

ＩＰ監視盤 情報板 
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(9) 案内部データ編集制御／案内部データ編集監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 案内部データ編集監視要求／案内部データ編集監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集監視(RF08)

    (H4=0041H) 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集制御 

      (CF13) 

ＩＰ監視盤 情報板 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集監視(RF08)

    (H4=0051H) 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集監視

要求    (CF14) 

ＩＰ監視盤 情報板 
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(11) 外字編集制御／外字編集監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 表示監視要求／表示監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外字編集監視(RF20) 

    (H4=0041H) 

外字編集制御  

(CF20) 

ＩＰ監視盤 情報板 

表示監視(RF21,RF22) 

    (RF21 H4=0061H) 

    (RF22 H4=0091H) 

表示監視要求 

  (CF21) 

ＩＰ監視盤 情報板 
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(13) メンテナンス関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＰ監視盤 情報板 

保全データ要求 

   (CF30)

現在の板状態(RF26) 

現在の板状態要求 

   (CF29)

保全データ(RF27) 

履歴情報要求 

   (CF31) 履歴情報(RF28) 

補助履歴情報要求 

   (CF32)
補助履歴情報(RF29) 

時刻設定要求 

   (CF33)
時刻設定応答(RF30) 

回線品質チェック要求

(CF38)
品質回線チェック応答(RF35) 
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４.３. 起動時・異常復旧時動作 

(1) 起動時 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 異常復旧時 

     通信異常からの復旧時も(1)と同様の動作を行う。 

 

ＳＹＮ＋ＡＣＫ

検査応答 

ＳＹＮ 

検査要求

ＡＣＫ 

監視要求

監視応答 

監視要求を受け付けた時点で、速やか

にＩＰ監視盤に監視応答(RF01～03)を

送信する。 

ＩＰ監視盤 情報板 
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５. データ内容一覧表 

５.１. ＩＰ監視盤 情報板 
 
 
データの種類 

電文識別 
コード 

ブロック 
番号 

最終 
ブロック 
番号 

データ長 
事務所 
区分 
（Ｈ１） 

料金所 
区分 
（Ｈ２） 

機器 
区分 
（Ｈ３） 

転送 
モード 
（Ｈ４） 

制御／ 
監視コード 
（Ｈ５） 

編集状態 
 

（Ｈ６） 

データ部 
種別 

検査要求 
 

1000H 0001H 0001H 0000H － － － － － － 
デ－タ部
無し 

項目制御 
(CF01) 

0000H 
制御･監視 
組合せによる 

0030H 
01A6H 

該当値 該当値 該当値 0010H 

0001H 
0002H 
0003H 
0021H 
0022H 

0000H 
ELの場合 
1Y00H 
2Z00H 
Y:面番号 
Z:面数 

0001H 
0005H 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ制御 
(CF02) 

0012H 
可変長 

0002H 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ制御 
(CF03) 

0012H 
可変長 

0004H 

試験制御(ﾋｰﾀ･調整中) 
(CF04) 

0000H 0001H 0001H 000CH 該当値 該当値 該当値 0020H 

0005H 
0006H 
0007H 
0008H 
000AH 
000BH 

0000H 
ELの場合 
1Y00H 
2Z00H 
Y:面番号 
Z:面数 

デ－タ部
無し 

監視 
(CF06) 

0000H 0001H 0001H 000CH 該当値 該当値 該当値 0030H 0000H 

0000H 
ELの場合 
1Y00H 
2Z00H 
Y:面番号 
Z:面数 

デ－タ部
無し 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集制御 
(CF09) 

0000H 機器毎に違う 
該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは
FFFFH 

0040H 0000H 0000H 
0104H 
0204H 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ 
編集監視要求 

(CF12) 
0000H 0001H 0001H 0010H 該当値 該当値 FFFFH 0050H 0000H 0000H 

0104H 
0204H 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集制御 
(CF13) 

0000H 0001H 0001H 0036H 
該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは
FFFFH 

0040H 0000H 0000H 1001H 

案内部ﾃﾞｰﾀ 
編集監視要求 

(CF14) 
0000H 0001H 0001H 0010H 該当値 該当値 FFFFH 0050H 0000H 0000H 1001H 

外字編集制御 
(CF20) 

0000H 0001H 0001H 
003EH 
009EH 
011EH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは
FFFFH 

0040H 0000H 0000H 
000BH 
000CH 

表示監視要求 
(CF21) 

0000H 0001H 0001H 000CH 該当値 該当値 該当値 0060H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

デ－タ部
無し 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ 
編集制御(圧縮) 

(CF23) 
0000H 機器毎に違う 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは
FFFFH 

0070H 0000H 0000H 
0104H 
0204H 

現在の板状態要求 
(CF29) 

8000H 0001H 0001H 000EH 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0000H 

保全ﾃﾞｰﾀ要求 
(CF30) 

8000H 0001H 0001H 000EH 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0001H 

履歴情報要求 
(CF31) 

8000H 0001H 0001H 000EH 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

xx02H 

補助履歴情報要求 
(CF32) 

8000H 0001H 0001H 000EH 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0003H 

時刻設定要求 
(CF33) 

8000H 0001H 0001H 0013H 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0004H 

回線品質ﾁｪｯｸ要求 
(CF38) 

8000H 0001H 0001H 
0010H 
～ 
040EH 

該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0009H 

外字編集監視要求 
(CF47) 

0000H 0001H 0001H 0010H 
該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

該当値 
もしくは 
FFFFH 

0050H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

000BH 
000CH 
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５.２. 情報板→ＩＰ監視盤 
 
 
データの種類 

電文識別 
コード 

ブロック 
番号 

最終 
ブロック 
番号 

データ長 
事務所 
区分 
（Ｈ１） 

料金所 
区分 
（Ｈ２） 

機器 
区分 
（Ｈ３） 

転送 
モード 
（Ｈ４） 

制御／ 
監視コード 
（Ｈ５） 

編集状態 
 

（Ｈ６） 

データ部 
種別 

検査応答 
 

1001H 0001H 0001H 0000H － － － － － － － 

項目監視 
(RF01) 

0000H 
制御･監視 
組合せによる 

003CH 

該当値 該当値 該当値 
0011H 
0031H 

0001H 
0002H 
0003H 
0021H 
0022H 

00XXH 
ELの場合 
0YXXH 
Y:面番号 
XX:編集状態 

0001H 
0005H 

ﾌﾘｰﾊﾟﾀｰﾝ監視 
(RF02) 

001EH 0002H 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ監視 
(RF03) 

001EH 0004H 

ｼﾝﾎﾞﾙﾊﾟﾀｰﾝ編集監視 
(RF07) 

0000H 0001H 0001H 001CH 該当値 該当値 FFFFH 
0041H 
0051H 

0000H 0000H 
0104H 
0204H 

案内部ﾃﾞｰﾀ編集監視 
(RF08) 

0000H 0001H 0001H 001CH 該当値 該当値 FFFFH 
0041H 
0051H 

0000H 0000H 1001H 

外字編集監視 
(RF20) 

0000H 0001H 0001H 001CH 該当値 該当値 FFFFH 
0041H 
0051H 

0000H 0000H 
000BH 
000CH 

表示監視 
(RF21) 

0000H 機器毎に違う 該当値 該当値 該当値 0061H 

0001H 
0002H 
0003H 
0021H 
0022H 

0NXXH 
N:ｻﾌﾞ情報
板番号 
XX:編集状態 

0002H 

表示監視(圧縮) 
(RF22) 

0000H 機器毎に違う 該当値 該当値 該当値 0091H 

0001H 
0002H 
0003H 
0021H 
0022H 

0NXXH 
N:ｻﾌﾞ情報
板番号 
XX:編集状態 

0002H 

現在の板状態 
(RF26) 

8001H 0001H 0001H 0034H 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0010H 

保全ﾃﾞｰﾀ 
(RF27) 

8001H 0001H 0001H 00D8H 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0011H 

履歴情報 
(RF28) 

8001H 0001H 0001H 
0180H 
もしくは 
0218H 

該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0012H 

補助履歴情報 
(RF29) 

8001H 0001H 0001H 0151H 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0013H 

時刻設定応答 
(RF30) 

8001H 0001H 0001H 0012H 該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0014H 

回線品質ﾁｪｯｸ応答 
(RF35) 

8001H 0001H 0001H 
0010H 
～ 
040EH 

該当値 該当値 該当値 0000H 0000H 
0X00H 
X:ｻﾌﾞ情報
板番号 

0019H 

 

 

 

 


